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「絞り込み検証 はじめの一歩（４）」

「仕掛け」と「手仕舞い」を通常のそれ（翌日寄り付き）ではなく、ずらしてみた場合
どうなるのかを調べてみます。

ＪＰ２０００ソフトを使います。

絞り込み検証 「仕掛け・手仕舞い補助条件画面」

通常ではない場合を試してみます。
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■仕掛け・手仕舞い 条件

仕掛け条件 ５日ハイローバンドが買い転換（陽転）

７０７０番シートにセットしました。

手仕舞い条件 ５日ハイローバンドが売り転換（陰転）

７０７１番シートにセットしました。

対象は「日経平均対象銘柄」とします。
※時間の都合上です。
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検証期間は、２０２５年
※時間の都合上です。

仕掛けてから建玉期間は、「２０日」

思惑は、５日ハイローバンドが買い転換したら、翌日寄り付きで買って（仕掛けて）、
銘柄は上昇。
そして天井を打ち、下がってきたタイミング、５日ハイローバンド売り転換で、翌日の
寄り付きで手仕舞う。

これを繰り返したらどうなるのか、という検証です。

基本、順張り的な考えとなります。
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■通常の場合

５日ハイローバンドが買い転換したら、翌日寄り付きで仕掛ける

仕掛けて以降、５日ハイローバンドが売り転換したら、翌日の寄り付きで手仕舞う。

ここが多いです。少し下がる確率が一番高いといったところ。これを利用するなら、買
いを仕掛けるより、空売りを仕掛け、少し下がったタイミングで買い戻し。という事で
す。

では、仕掛け・手仕舞いをずらしてみましょう。
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■仕掛け、手仕舞いをずらす －１－

仕掛け
サイン日の終値より５％下がったら仕掛ける

手仕舞い
サイン日から２日後に手仕舞う

思惑
０－５％下がる確率の件数が一番多いので、すぐ仕掛けるのではなく、ハイローバン

ドが買い転換後、下がったタイミングで仕掛けたい。

手仕舞いは、ハイローバンド売り転換直後ではなく、２日後にする。売り転換後の反
発に期待し、上昇したら手仕舞いたい。という感じです。
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結果

通常と比較して、圧倒的に仕掛けが減りました。

相変わらず、０－５％下がる確率が一番多いので、この条件自体、買いではなく、売り
で入るのが正解なのでしょう。
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■仕掛け、手仕舞いをずらす －２－

仕掛けも手仕舞いも、サイン日から５日経過したら、そうしてみます。

思惑
ハイローバンドが買い転換、売り転換すると、株価が上抜け、下抜けという状態にな
る。これを行き過ぎととらえ、数日経過し、下がってきたら仕掛ける。上がってきた
ら手仕舞う。という考え。
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結果

相変わらず、仕掛けは売りから入ったほうがよさそうです。

－２０％、－３０％といった大きく下がる確率の目が出てきた。

０－１０％上昇する確率が増加してきた。
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■仕掛け、手仕舞いをずらす －３－

仕掛け
ハイローバンドが買い転換したら、その日（サイン日）に仕掛ける。

手仕舞い
ハイローバンドが売り転換して、１％以上、上昇したら手仕舞う。

仕掛け
変則的に、買い転換したらその日に仕掛けるとしました。
※実際は、ザラ場データを取得しないと出来ませんが。

手仕舞いは、売り転換して、そこから反発を期待し、＋１％となったら、としました。
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結果

５－１０％上昇する確率が増加してきました。

まだ０－１０％下がる確率の件数が、上がる確率のそれより多いです。
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■仕掛け、手仕舞いをずらす －４－

手仕舞い条件を使わないで、手仕舞い補助条件を採用してみました。



- 12 -

仕掛けは、ハイローバンドが買い転換してから、１％下がったら。

手仕舞いは、手仕舞い条件は使わず、３%上昇したら。としました。

思惑

ハイローバンドが買い転換だと高値掴みとなりそうなので、１％下がったら仕掛ける
としました。

手仕舞いは、ハイローバンドが売り転換だと、天井からある程度下がってしまってい
るので、強制的に３％の上昇としました。
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結果

０－１０％上昇する確率が６３％超えです。

０－１０％下降する確率は２７％。

この条件であれば、仕掛けは買いで入った方がいいでしょう。

ここまで解説してきましたが、このように「仕掛け・手仕舞い条件の補助条件」を活用
する事によって、成績が変わることが分かりました。

色々に組み合わせがありますから、皆様も是非チャレンジしてみてください。

仕掛け、手仕舞い条件からひと工夫です。


